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１．概要（Summary） 

当研究室では，小型のドローンなどへの無線給電を視

野にミリ波帯での大電力レクテナ開発を行っている．ミリ波

帯は研究が進んでいるマイクロ波帯と比べて短波長のた

め回路サイズが小さくなり，小さな面積で大電力を送受信

できるという利点がある．一方でサイズによる制約で正確

な加工が難しくなる．そのため武田クリーンルーム内の装

置を用いて微細加工を行い回路を製作した．また，製作し

た 94 GHz レクテナの変換効率測定を行った． 
２．実験（Experimental） 
【利用した主な装置】 
高速大面積電子線描画装置，4 インチ高真空EB 蒸着装

置，高速シリコン深堀りエッチング装置，精密フリップチッ

プボンダー 
【実験方法】 

 
Figure 1 Circuit process flow 

Figure 1 に回路製作手法を示す．高速大面積電子線

描画装置および高速シリコン深堀りエッチング装置を用い

て Si マスクを作成する．その後誘電体基板に Si マスクを

被せ，4インチ高真空EB蒸着装置によってAlおよびAu
を蒸着し回路を製作した．最後に精密フリップチップボン

ダーによってダイオードを回路に乗せた． 
製作したレクテナ及びその性能測定手法を Figure 2

に示す．レンズを用いて集光した電力をレクテナに照射し，

可変抵抗にかかる DC 電圧をオシロスコープで観測した．

  

Figure 2 Fabricated rectenna and testing configuration 

３．結果と考察（Results and Discussion） 
 観測された DC 出力電力に対する発振器の出力電力の

形でレクテナの変換効率を測定した．発振器電力 415 

mW の時 DC 出力電力 0.62 mW が得られ，このとき変

換効率は 0.15 %だった． 
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